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第12号

ア
の
警
備
艇
を
脅
し
て

無
理
や
り
解
放
さ
せ
て

い
る
。
７
月
に
は
南
シ

ナ
海
で
中
国
海
軍
が
か

つ
て
な
い
規
模
の
軍
事

演
習
を
行
っ
た
。

中
国
政
府
は
「
南
シ

ナ
海
は
中
国
の
核
心

的
利
益
」
と
主
張
し
始

め
て
お
り
、
台
湾
や
チ

ベ
ッ
ト
と
同
列
に
位
置

づ
け
て
い
る
。
中
国
の

〝
前
庭
〞
で
あ
る
東
シ

ナ
海
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

こ
れ
に
対
し
、
米
国
は
「
南

シ
ナ
海
の
航
行
の
自
由
は
米
国

の
利
益
」
と
対
決
姿
勢
を
あ
ら

わ
に
し
て
い
る
。
ま
さ
に
沖
縄

近
海
は
何
が
起
き
て
も
お
か
し

く
な
い
一
触
即
発
の
状
態
だ
と

言
え
る
。

そ
の
中
で
カ
ギ
を
握
る
の

が
沖
縄
に
駐
留
す
る
海
兵
隊

だ
。
海
兵
隊
は
大
統
領
命
令
だ

け
で
出
動
で
き
る
緊
急
展
開
部

隊
。
朝
鮮
半
島
・
台
湾
有
事
や

南
シ
ナ
海
で
の
衝
突
が
起
こ
れ

ば
、
い
ち
早
く
行
動
を
起
こ
せ

る
。日

常
的
に
外
国
船
が
侵
入
し

て
い
る
の
な
ら
ば
、
米
軍
の
存

在
は
欠
か
せ
な
い
。

普
天
間
基
地
問
題
の

一
刻
も
早
い
決
着
を

「
米
軍
基
地
に
反
対

し
て
い
る
人
も
、
基
地

が
必
要
な
い
と
思
っ
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
と

知
っ
て
ほ
し
い
」

こ
う
語
る
の
は
、
名

護
市
辺
野
古
地
区
へ
の

基
地
移
設
に
賛
成
す
る

「
辺
野
古
有
志
会
代
替
施

設
安
全
協
議
会
」
共
同
代
表
の

許
田
正
武
さ
ん
（
41
歳
）。

辺
野
古
沖
へ
の
基
地
移
設
の

話
が
持
ち
あ
が
っ
た
と
き
、
雇

用
が
増
え
、
商
店
街
に
も
活
気

が
戻
る
こ
と
に
期
待
が
高
ま
っ

た
が
、
実
際
に
は
名
護
市
中
心

部
や
市
外
の
業
者
が
仕
事
を
請

け
負
う
こ
と
に
不
満
が
出
て
い

る
。「

基
地
だ
け
押
し
つ
け
ら
れ

て
経
済
効
果
は
一
切
な
い
。
そ

れ
に
怒
り
を
感
じ
て
反
対
し
て

い
る
人
も
多
い
の
で
す
。
そ
れ

を
『
米
軍
は
出
て
行
け
』
と
い

う
理
由
で
反
対
し
て
い
る
人
と

同
じ
よ
う
に
メ
デ
ィ
ア
は
扱
っ

て
い
ま
す
。
国
の
安
全
を
守
る

た
め
に
基
地
が
必
要
な
ら
受
け

入
れ
て
、
同
時
に
地
域
も
潤
し

て
い
き
た
い
と
い
う
の
が
私
た

ち
の
願
い
で
す
」

民
主
党
政
権
が
沖
縄
県
民
の

民
意
を
汲
み
取
っ
て
い
る
と
は

言
え
な
い
だ
ろ
う
。

米
中
と
い
う
二
つ
の
軍
事
大

国
の
利
害
が
日
本
周
辺
で
正
面

か
ら
ぶ
つ
か
る
中
、
日
米
関
係

の
修
復
・
強
化
が
日
本
に
と
っ

て
は
最
優
先
事
項
だ
。
そ
の
た

め
に
も
普
天
間
基
地
問
題
を
一

刻
も
早
く
決
着
さ
せ
、
沖
縄
県

民
に
も
安
心
し
て
も
ら
う
こ
と

が
求
め
ら
れ
る
。 

に
不
信
感
を
あ
ら
わ
に
す
る
。

「
海
上
保
安
庁
は
何
も
し
な

い
ん
で
す
。
外
国
船
は
武
器
も

積
ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

こ
れ
で
は
国
家
と
し
て
無
防
備

状
態
で
す
。
こ
ん
な
低
い
国
防

意
識
の
ま
ま
、
米
軍
が
沖
縄
か

ら
撤
退
し
た
ら
尖
閣
諸
島
は
一

日
で
取
ら
れ
て
し
ま
う
で
し
ょ

う
。
沖
縄
本
島
で
す
ら
危
な
い

と
思
い
ま
す
」

「
中
国
の
内
海
」を

広
げ
る
中
国
海
軍
の
動
き 

な
ぜ
他
国
の
民
間
船
が
沖
縄

周
辺
の
日
本
の
領
海
を
〝
自
由

に
〞
航
行
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
背
景
に
は
、
中
国
が
沖

縄
の
西
に
広
が
る
東
シ
ナ
海
や
、

ベ
ト
ナ
ム
や
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
囲

ま
れ
る
南
シ
ナ
海
を
「
中
国
の

内
海
」
に
し
よ
う
と
、
海
軍
の

動
き
を
活
発
化
さ
せ
て
い
る
問

題
が
あ
る
。

４
月
に
は
中
国
海
軍
の
艦
艇

10
隻
が
沖
縄
の
宮
古
海
峡
を
通

過
し
、
太
平
洋
で
大
規
模
な
軍

事
訓
練
を
行
っ
た
。
６
月
に
は

南
シ
ナ
海
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
政

府
に
拿だ

捕ほ

さ
れ
た
中
国
漁
船
を
、

中
国
の
武
装
船
が
イ
ン
ド
ネ
シ

沖
縄
の
米
軍
普
天
間
基
地
移
設
問
題

が
、
な
お
も
日
米
間
の
〝
の
ど
に
刺
さ
っ

た
ト
ゲ
〞
と
な
っ
て
い
る
。
民
主
党
政
権

が
迷
走
を
続
け
、
当
初
予
定
さ
れ
て
い

た
８
月
末
決
着
も
先
送
り
さ
れ
た
。

民
主
党
は
「
基
地
の
県
外
移
設
を
望

む
民
意
」
を
汲
み
取
っ
て
い
る
と
言
う
が
、

中
国
海
軍
の
西
太
平
洋
や
南
シ
ナ
海
へ
の

進
出
が
強
ま
る
中
、「
沖
縄
に
米
軍
は
不

可
欠
」
と
い
う
声
も
広
が
っ
て
い
る
。

沖
縄
県
民
に
も
高
ま
る
危
機
感
を
現

地
か
ら
レ
ポ
ー
ト
す
る
。

６月末～７月５日にかけて、九州や西南諸島が面する東シナ海でミサイル発射訓練を行った中国海軍の艦艇。

沖縄県宜野湾市にある普天間基地。安全の面から辺野古
沖への移設が急がれている。

代替施設安全協議会共同代表の許田氏
（写真右）と、今回取材を行った幸福実現党
沖縄県本部代表代行の金城竜郎氏。「地
元の『民意』を政治に反映してまいります」

役
員
人
事

幸
福
実
現
党
は
８
月
６

日
の
役
員
会
で
、
以
下
の

人
事
を
決
定
し
た
。

幹
事
長
（
兼
）

選
挙
対
策
委
員
長
　
　  

 
     

松
島 

弘
典

総
務
会
長
　 

林 

雅
敏

女
性
局
長    

滝
口 

笑え
み

幹
事
長
代
理 

小
島
一
郎

「侵略」される
　   沖縄の海

普天間決着で
日米同盟の修復を

沖縄現地
レポート

「
日
本
の
主
権
の
侵
害
」

外
国
船
が
沖
縄
の
島
に

日
常
的
に
上
陸
？

「
実
は
沖
縄
の
島
に
は
、
台

湾
や
中
国
の
も
の
と
思
わ
れ
る

船
が
頻
繁
に
夜
中
に
や
っ
て
来

て
、
薬
草
を
盗
っ
て
い
っ
て
い

る
ん
で
す
。
こ
れ
は
日
本
の
主

権
の
侵
害
と
言
う
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
」

沖
縄
近
海
で
漁
業
を
営
む
那

覇
市
在
住
の
川
崎
廣ひ

ろ

信の
ぶ

さ
ん

（
57
歳
）は
、外
国
船
に
よ
る「
不

法
侵
入
」
を
告
発
す
る
。

沖
縄
本
島
西
方
に
あ
る
慶け

良ら

間ま

諸
島
の
安
室
島
に
し
か
生
え

て
い
な
い
木
の
葉
が
、
中
国
な

ど
で
は
薬
草
と
し
て
高
価
な
値

段
で
売
ら
れ
て
い
る
と
い
う
。

そ
の
高
級
薬
草
を
求
め
て
、
外

国
の
民
間
船
が
夜
な
夜
な
近
づ

き
、
上
陸
し
て
い
る
と
い
う
の

だ
。「

私
は
毎
日
、
安
室
島
周
辺

を
通
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
す

が
、
何
度
も
出
く
わ
し
て
い
る

の
で
、
ほ
ぼ
毎
日
来
て
い
る
と

見
て
よ
い
で
し
ょ
う
」

川
崎
さ
ん
は
、
領
海
侵
犯
や

不
法
入
国
を
許
し
て
い
る
政
府

幸福実現党は８月の役員会で、11 月の沖縄
県知事選に沖縄県本部代表代行の金

きんじょう

城竜
たつろう

郎氏
（46歳）を擁立することを決めた。米軍普天間
基地移設問題の早期解決や南西諸島防衛の重
要性などを訴える。
また、10月に行われる衆院北海道５区補選

で、北海道第５区支部長の森
もりやま

山佳
よしのり

則氏（43歳）
を擁立することも決めた。同補選は北海道教職
員組合による不正資金提供事件で前衆院議員
が辞任したことに伴うもので、日教組の影響の
強い民主党の教育政策の問題点を指摘し、学力
向上やいじめ撲滅を訴える。（詳細は４面）

お 知 ら せ
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来
年
度
の
予
算
編
成
に
先

立
っ
て
、
政
府
税
制
調
査
会
と

民
主
党
税
制
改
正
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
（
Ｐ
Ｔ
）
の
税
制
改

正
の
議
論
が
並
行
し
て
進
ん
で

い
る
。

財
務
省
の
意
向
を
強
く
受
け

る
政
府
税
調
は
、
来
年
度
の
新

規
国
債
発
行
額
を
44
兆
円
以
下

に
抑
え
る
た
め
に
増
税
に
よ
る

税
収
確
保
に
躍
起
に
な
っ
て
い

る
。
一
方
、
来
春
の
統
一
地
方

選
を
意
識
す
る
民
主
党
は
、
家

計
や
企
業
の
負
担
増
に
つ
な
が

る
控
除
縮
小
や
免
税
措
置
の
見

直
し
に
は
あ
い
ま
い
な
態
度
を

示
し
て
い
る
。
し
か
し
、
議
論

の
方
向
は
明
ら
か
に
増
税
に
向

か
っ
て
い
る
（
下
表
参
照
）。

そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
子

ど
も
手
当
や
農
家
の
戸
別
所
得

補
償
、
高
校
授
業
料
の
実
質
無

償
化
な
ど
、
民
主
党
が
公
約
し

外
す
る
案
を
政
府

税
調
は
検
討
し
て

い
る
。

野
村
證
券
金
融

経
済
研
究
所
の
試

算
に
よ
れ
ば
、
こ

の
案
が
実
施
さ
れ

る
と
、
妻
が
専
業

主
婦
で
子
供
の
い

な
い
世
帯
で
は
、

年
収
１
３
０
０
万

円
の
場
合
、
年
間

約
14
万
１
０
０
０

円
の
増
税
に
な
る
。

給
与
所
得
控
除
に
つ
い
て
は
、

年
収
が
一
定
額
を
超
え
る
と
控

除
額
を
頭
打
ち
さ
せ
る
案
で
一

致
。
政
府
税
調
は
そ
の
所
得
制

限
を
年
収
①
１
２
０
０
万
、
②

１
５
０
０
万
、
③
１
８
０
０
万

円
の
３
案
で
検
討
し
て
い
る
。

前
述
の
野
村
證
券
の
試
算
に

よ
る
と
、
年
収
１
８
０
０
万

円
で
頭
打
ち
と
し
た
場
合

は
、
年
収
２
０
０
０
万
円

で
３
万
３
０
０
０
円
、
同

２
５
０
０
万
円
で
14
万
円
の
増

税
と
な
る
。
年
収
１
２
０
０
万

円
で
頭
打
ち
に
し
た
場
合

は
、
年
収
２
０
０
０
万
円

で
13
万
２
０
０
０
円
、
同

２
５
０
０
万
円
で
26
万
円
も
の

増
税
と
な
る
。

ほ
か
に
も
相
続
税
の
基
礎
控

除
引
き
下
げ
、
証
券
優
遇
税
制

の
見
直
し
な
ど
、
増
税
の
対
象

者
が
も
っ
ぱ
ら
高
所
得
層
に

偏
っ
た
も
の
が
並
ん
で
い
る
の

が
、
今
回
の
税
制
改
革
論
議
の

特
徴
だ
。

米
国
で
も
同
じ
よ
う
な
論
議

が
さ
れ
て
い
る
が
、
強
い
反
対

が
起
き
て
い
る
。
今
年
末
で
期

「
格
差
是
正
」
の
た
め
に
所
得

の
再
分
配
を
行
う
こ
と
が
狙
い

だ
。10

月
に
開
か
れ
た
政
府
税

調
の
専
門
家
委
員
会
で
は
、
神

野
直
彦
委
員
長
が
「（
高
所
得

者
ほ
ど
負
担
が
大
き
い
）
累
進

性
を
強
化
し
て
、
再
分
配
効
果

を
強
め
る
べ
き
だ
」
と
述
べ
て

い
る
。

だ
が
、
こ
の
考
え
方
は
、
マ

ル
ク
ス
と
エ
ン
ゲ
ル
ス
が
『
共

産
党
宣
言
』
で
掲
げ
た
「
強
度

の
累
進
課
税
」
そ
の
も
の
だ
。

　

累
進
課
税
の
影
響
は
、
英
国

の
歴
史
学
者
・
政
治
学
者
の

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
に
よ
れ
ば
、
①

国
力
喪
失
に
よ
る
国
際
的
影
響

力
の
低
下
、
②
私
有
財
産
喪
失

に
よ
る
個
人
の
自
由
の
消
滅
、

③
家
族
の
資
産
消
滅
に
よ
る
社

会
の
安
定
性
と
伝
統
の
喪
失
、

と
い
う
こ
と
に
な
る
と
さ
れ
る

（
注
３
）。

減
税
で
国
民
の

財
産
を
増
や
せ

大
学
等
新
卒
者
の
就
職
内
定

率
が
６
割
弱
と
過
去
最
低
を
記

録
し
、
雇
用
不
安
が
高
ま
る
中

で
、
こ
れ
ら
の
増
税
を
行
え
ば
、

不
況
は
さ
ら
に
深
刻
化
し
て
い

く
だ
け
だ
。
ま
た
、
努
力
し
て

高
い
収
入
を
得
よ
う
と
す
る

人
々
の
意
欲
を
そ
ぐ
こ
と
に
な

り
、
海
外
か
ら
の
優
秀
な
人
材

が
集
ま
ら
な
い
ば
か
り
か
、
国

内
か
ら
の
人
材
流
出
も
起
こ
る
。

い
ま
必
要
な
の
は
、
逆
に
減

税
に
向
け
た
努
力
だ
。
日
本
の

法
人
税
は
先
進
国
で
最
高
の
水

準
と
な
っ
て
お
り
、
早
急
に
税

率
を
引
き
下
げ
て
い
か
な
け
れ

ば
、
日
本
経
済
の
国
際
競
争
力

は
ま
す
ま
す
失
わ
れ
て
し
ま
う
。

富
裕
層
を
狙
い
打
ち
に
し
た

贈
与
税
、
相
続
税
、
株
の
配
当

課
税
、
譲
渡
益
課
税
も
、
そ
の

税
収
は
消
費
税
１
％
分
に
も
な

ら
な
い
た
め
、
財
政
赤
字
の
改

善
へ
の
効
果
は
期
待
で
き
な
い
。

む
し
ろ
廃
止
し
て
景
気
浮
揚
効

果
を
狙
う
べ
き
だ
ろ
う
。
国
民

や
企
業
の
財
産
を
増
や
し
て
こ

そ
景
気
は
回
復
し
、
さ
ら
な
る

高
度
成
長
が
実
現
す
る
の
だ
。

〈幸福実現ニュース〉は、幸福実現党の活動報告や、日本、そして世界の政治・経済に
対して、他のメディアにはない独自の視点と考察、先見性ある提言をご紹介する幸福
実現党の機関紙です。１、２面はネットからダウンロードもできます（無料）。※幸福
実現党の党員の方には、全４面のペーパー版が郵送されます（党員登録が必要です）。〈幸福実現ニュース〉に関するご意見・ご感想は　news-editor@hr-party.jp

PDF版ダウンロード（無料）はこちらから

www.hr-party.jp/media/newspaper.html

限
が
切
れ
る「
ブ
ッ
シ
ュ
減
税
」

（
注
１
）
に
つ
い
て
、
オ
バ
マ

大
統
領
は
中
低
所
得
者
層
の
減

税
を
恒
久
化
す
る
一
方
、
富
裕

層
に
は
所
得
減
税
を
打
ち
切
る

方
針
を
示
し
て
い
る
。

そ
れ
に
対
し
、
米
国
の
産
業

界
は
反
発
。「
製
造
業
や
住
宅

市
場
も
景
気
を
持
ち
直
し
て
い

な
い
中
で
減
税
を
打
ち
切
る
こ

と
は
、
経
済
全
体
に
影
響
が
及

ぶ
。
オ
バ
マ
大
統
領
は
『
中
小

企
業
は
経
済
の
基
盤
』
だ
と
本

当
に
思
っ
て
い
る
な
ら
、
打
ち

切
る
べ
き
で
は
な
い
」（
製
造

業
系
圧
力
団
体
）
と
批
判
し
て

い
る
（
注
２
）。

累
進
課
税
が

国
力
の
喪
失
を
も
た
ら
す

富
裕
層
に
増
税
す
る
の
は
、
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（
注
１
）
ブ
ッ
シ
ュ
前
大
統
領
が

２
０
０
０
年
代
初
め
に
導
入
し
た
大
型
減

税
。
２
０
１
０
年
末
ま
で
の
時
限
的
措
置

と
さ
れ
た
。
個
人
所
得
税
率
引
き
下
げ
、

児
童
扶
養
控
除
の
拡
充
、
相
続
税
の
廃
止

な
ど
で
、
段
階
的
に
実
施
さ
れ
た
も
の
も

あ
り
、
減
税
額
は
後
年
ほ
ど
大
き
か
っ
た
。

（
注
２
）
米
紙
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・

ジ
ャ
ー
ナ
ル
電
子
版
よ
り
。

（
注
３
）
評
論
家
の
渡
部
昇
一
氏
が
自
著

『
歴
史
の
鉄
則
』
の
中
で
述
べ
て
い
る
。

政 府 税 調 民 主 党 Ｐ Ｔ

法 人 税 実質減税
下げ幅５％を目指すが圧縮論も

実質減税
下げ幅は言及なし

配 偶 者 控 除 課税所得１千万円超世帯を除外 所得制限に否定的

給与所得控除 頭打ちになる水準に、年収1200
万、1500万、1800万円の３案 一定額を超えると頭打ちに

成年扶養控除 年収400万～５00万円台をめど
に所得制限を設ける 縮減・圧縮

証券優遇税制 廃止し、本則の20%に戻す 廃止し、損益通算制度導入を検討

相 続 税 基礎控除引下げ 基礎控除引下げ

環 境 税 2011年度から導入 2011年度から導入

内
閣
支
持
率
が
20
％
を
割
る
勢
い
を
見
せ
、
窮
地

に
立
た
さ
れ
る
菅
直
人
政
権
。
そ
の
一
因
に
は
、

幸
福
実
現
党
が
以
前
か
ら
主
張
し
て
い
た
よ
う
に
、

民
主
党
が
ひ
た
走
る
増
税
路
線
に
あ
る
。
こ
の
ま

ま
で
は
、
重
税
で
国
民
の
活
力
を
奪
う
こ
と
に
な
る
。

た
バ
ラ
マ
キ
政
策
。
今
年
度
は

予
算
総
額
が
過
去
最
大
の
92
兆

円
に
膨
ら
ん
だ
。

実
際
に
は
、
政
府
税
調
の
言

う
通
り
に
増
税
し
て
も
増
収
の

見
込
み
は
１
兆
円
程
度
し
か
な

く
、
財
源
不
足
は
補
え
な
い
。

そ
こ
で
、
民
主
党
の
「
税
と
社

会
保
障
の
抜
本
改
革
調
査
会
」

で
は
、
参
院
選
の
敗
因
と
な
っ

た
消
費
税
の
議
論
も
ス
タ
ー
ト

し
て
い
る
。

法
人
減
税
に
つ
い
て
も
、
減

収
分
の
財
源
を
手
当
て
す
る
見

通
し
が
立
た
な
い
こ
と
か
ら
失

速
気
味
だ
。

富
裕
層
狙
い
打
ち
の

増
税
案

懸
念
さ
れ
る
の
は
、
富
裕
層

を
狙
い
打
ち
に
し
た
増
税
案
が

並
ん
で
い
る
こ
と
だ
。

例
え
ば
、
子
ど
も
手
当
は
来

年
度
以
降
３
歳
未
満
の
子
供
に

つ
い
て
２
万
円
に
増
額
す
る
が
、

そ
の
上
積
み
分
の
財
源
案
と
し

て
、
所
得
税
の
配
偶
者
控
除
を

年
収
１
２
３
１
万
円
（
所
得

１
０
０
０
万
円
）
超
世
帯
は
除

政府税調と民主党ＰＴの税制改正案

増税案に気をつけろ！
年間26万円負担増!!「格差是正」の

写真：AP/ アフロ

写真：毎日新聞社 / アフロ

（上）ワシントンで開かれた「反オバマ」の保守派集会。リンカーン記
念堂前に数万人が結集し「肥大化した連邦政府への反抗」と減税を訴えた。

（下）10 月に首相官邸で行われた税制調査会。米国では減税運動が注目
を集めているが、日本では政権が増税に躍起だ。

（12 月 2 日現在）
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世界皇帝を
めざす男

大
川
隆
法

大川隆法 発行 幸福実現党
定価 1,365 円（税込）

発
行 

幸
福
実
現
党

定
価
１
６
８
０
円（
税
込
）

幸福実現党創立者
兼 党名誉総裁

この国を
守り抜け
中国の民主化と日本の使命

保守回帰で外交と経済を立て直せ！
緊
急
発
刊

守
護
霊

イ
ン
タ
ヴ
ュ
ー

習近平の本心に迫る

大
衆
迎
合
的
で
な
い
政
策

―
―
ま
ず
、
幸
福
実
現
党
に
つ

い
て
率
直
な
感
想
を
。

　

正
直
、
妙
な
党
だ
な
あ
と
思

い
ま
し
た
が
、
政
策
は
ま
と
も

だ
ね
。
大
衆
迎
合
的
で
は
な
い

政
策
を
出
し
て
い
る
か
ら
。

　

た
だ
、
当
選
の
あ
て
も
な
い

候
補
者
を
た
く
さ
ん
出
す
の
は

ど
う
い
う
わ
け
な
の
か
な
あ
と
。

―
―
幸
福
実
現
党
は
、
昨
年
５

月
の
立
党
時
か
ら
、
現
在
の
よ

う
な
中
国
や
北
朝
鮮
に
よ
る
国

防
上
の
危
機
を
予
見
し
て
い
た

の
で
、
損
得
を
考
え
ず
に
や
っ

て
い
る
面
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
、
沖
縄
県
知
事
選
後
の

テ
レ
ビ
番
組
で
、「
幸
福
実
現

党
の
主
張
が
一
番
リ
ア
リ
テ
ィ

が
あ
っ
た
」
と
コ
メ
ン
ト
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

普
天
間
基
地
の
移
設
先
は
、

自
民
党
が
10
年
あ
ま
り
か
け
て

地
元
の
合
意
を
取
り
付
け
た
名

護
市
辺
野
古
沖
が
唯
一
の
策
で

し
ょ
う
ね
。
日
本
の
近
く
に
は
、

軍
拡
に
走
る
中
国
や
、
北
朝
鮮

の
よ
う
な
な
ら
ず
も
の
国
家
が

あ
る
の
で
す
か
ら
、
米
軍
の
抑

止
力
は
必
要
で
し
ょ
う
。

　

私
も
、
今
の
ま
ま
で
は
国
が

滅
び
る
と
い
う
危
機
感
は
非
常

に
強
い
で
す
。
だ
か
ら
、
沖
縄

県
知
事
選
で
も
、
勝
ち
目
は
な

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
日

米
同
盟
重
視
、
県
内
移
設
」
と

い
う
幸
福
実
現
党
の
主
張
は
、

一
番
現
実
的
だ
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。

　

マ
ス
コ
ミ
も
、
仲な

か

井い

真ま

弘ひ
ろ

多か
ず

と
伊い

波は

洋よ
う

一い
ち

の
両
氏
は
同
等
の

扱
い
だ
け
ど
、
幸
福
実
現
党
は

お
ま
け
程
度
の
報
道
で
、
浸
透

力
は
な
か
っ
た
と
思
う
け
ど
ね
。

や
っ
ぱ
り
、
大
マ
ス
コ
ミ
の
報

道
は
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い

る
か
ら
、
小
さ
い
政
党
に
は
不

利
で
す
よ
ね
。

た
と
え
選
挙
に
負
け
て
も

筋
の
通
っ
た
活
動
を

―
―
幸
福
実
現
党
は
、「
空
母

を
持
て
」
な
ど
、
自
民
党
が
言

え
な
か
っ
た
こ
と
を
発
言
し
て

い
ま
す
し
、
憲
法
９
条
改
正
も

は
っ
き
り
言
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
自
民
党
は
、
憲
法

改
正
が
党
是
で
あ
り
、
立
党
の

精
神
だ
っ
た
は
ず
で
す
。
で
も
、

世
論
に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
と

な
る
と
、
そ
れ
を
引
っ
込
め
て

い
る
。
た
と
え
選
挙
に
負
け
て

も
、
筋
の
通
っ
た
活
動
を
す
べ

き
で
す
。

　

そ
れ
に
し
て
も
、
幸
福
実
現

党
は
昨
年
の
衆
院
選
で
ほ
ぼ
全

選
挙
区
に
候
補
者
を
立
て
て
、

よ
く
供
託
金
が
あ
る
ね
。

―
―
国
防
の
危
機
が
起
こ
っ
て

い
る
中
で
、
や
む
に
や
ま
れ
ず

立
ち
上
が
っ
た
の
で
す
。

法
人
税
の
減
税
は
必
要

―
―
民
主
党
も
自
民
党
も
情
け

な
い
状
態
の
中
で
、
幸
福
実
現

党
が
も
っ
と
支
持
を
得
ら
れ
る

た
め
に
は
…
…
。

　

幸
福
実
現
党
の
実
態
を
知
ら

な
い
の
で
ね
。

　

政
策
的
な
観
点
で
は
、
幸
福

の
科
学
の
雑
誌
「
ザ
・
リ
バ

テ
ィ
」
で
、
か
な
り
前
に
高
速

道
路
無
料
化
を
主
張
し
て
い
た

こ
と
は
知
っ
て
い
た
け
ど
。
民

主
党
は
こ
れ
を
パ
ク
ッ
た
だ
け

で
す
ね
。

―
―
民
主
党
は
バ
ラ
マ
キ
政
策

の
一
つ
で
す
が
、
幸
福
実
現
党

は
モ
ノ
や
人
の
移
動
を
速
く
し

て
経
済
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め

に
無
料
化
し
ま
す
。

　

私
は
あ
ま
り
賛
成
じ
ゃ
な
い

ん
だ
よ
。
田
舎
の
道
路
も
土
日

だ
け
渋
滞
す
る
ん
で
す
よ
。

　

税
金
は
ど
う
考
え
て
い
る

の
？

―
―
基
本
的
に「
小
さ
な
政
府
」

で
、
所
得
税
、
法
人
税
を
10
％

程
度
の
フ
ラ
ッ
ト
タ
ッ
ク
ス
を

考
え
て
い
ま
す
。

　

消
費
税
を
将
来
的
に
ゼ
ロ
っ

て
あ
る
け
ど
、
で
き
る
の
？　

　

消
費
税
は
不
況
に
関
係
な
く
、

安
定
的
な
財
源
な
ん
だ
よ
。
景

気
不
景
気
で
税
収
が
増
減
す
る

所
得
税
や
法
人
税
は
、
社
会
保

障
費
の
財
源
に
は
な
り
に
く
い

で
す
よ
。

―
―
私
た
ち
は
、
強
制
加
入

の
年
金
な
ど
は
な
く
し
ま
す
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
は
用
意

し
ま
す
が
、
雇
用
を
つ
く
り
出

し
て
元
気
な
高
齢
者
に
は
大
い

に
働
い
て
も
ら
い
、
政
府
に
よ

る
年
金
が
基
本
的
に
要
ら
な
い

よ
う
な
社
会
を
つ
く
り
ま
す
。

　

で
も
、
消
費
税
や
株
の
配
当

課
税
も
廃
止
し
た
ら
、
政
府
の

財
政
が
回
る
イ
メ
ー
ジ
が
湧
か

な
い
な
あ
。
法
人
税
を
下
げ
る

の
は
必
要
で
す
。
国
際
競
争
が

激
し
い
の
で
、
日
本
だ
け
高
い

と
企
業
が
海
外
に
移
転
す
る
か

ら
ね
。
共
産
党
み
た
い
に
大
企

業
か
ら
取
れ
っ
て
い
う
わ
け
に

は
い
か
な
い
で
し
ょ
う
。

二
宮
尊
徳
の
銅
像
を

小
中
学
校
に
復
活
さ
せ
よ

　

幸
福
実
現
党
の
マ
ニ
フ
ェ
ス

ト
に
あ
る
、
農
家
の
戸
別
所
得

補
償
の
廃
止
は
大
賛
成
で
す
。

ど
ん
な
零
細
な
農
家
も
、
赤
字

を
出
し
た
ら
補
て
ん
す
る
と
、

営
農
規
模
を
拡
大
し
な
く
な
る
。

―
―
幸
福
実
現
党
の
教
育
政
策

に
つ
い
て
は
？

　

ゆ
と
り
教
育
を
や
め
る
の
は
、

大
賛
成
だ
ね
。
私
は
、
ゆ
と
り

教
育
を
推
進
し
た
元
文
部
官
僚

の
寺
脇
研
氏
と
対
談
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
彼
は
「
詰
め

込
み
教
育
は
悪
い
」
と
言
っ
て

い
ま
し
た
。
で
も
、
九
九
や
漢

字
な
ど
の
基
礎
学
力
は
、
心
を

鬼
に
し
て
教
え
込
む
の
が
教
育

で
す
よ
。
そ
う
で
な
い
と
、
社

会
に
出
て
か
ら
困
る
ん
で
す
。

　

彼
の
お
か
げ
で
ど
れ
だ
け
日

本
の
教
育
が
停
滞
し
た
か
。
大

悪
人
で
す
よ
。

　

幸
福
実
現
党
が
考
え
る
宗
教

教
育
の
内
容
は
分
か
ら
な
い
け

れ
ど
、
二
宮
尊
徳
像
を
全
部
の

小
・
中
学
校
に
作
れ
と
い
う
の

は
い
い
ね
。
真
面
目
に
働
く
こ

と
や
、
親
孝
行
、
兄
弟
仲
良
く

す
る
こ
と
な
ど
、
人
類
普
遍
の

道
徳
は
二
宮
尊
徳
の
生
き
方
を

通
し
て
し
っ
か
り
教
え
な
い
と

い
け
な
い
で
し
ょ
う
。

　

宗
教
教
育
で
思
う
ん
だ
け
ど
、

イ
ス
ラ
ム
教
は
世
界
中
で
信
者

が
増
え
て
い
る
ね
。
あ
ん
な
に

信
者
を
束
縛
す
る
宗
教
な
の
に
。

―
―
幸
福
の
科
学
は
自
由
で
、

投
票
も
縛
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ

が
あ
り
ま
す
。

　

選
挙
で
信
者
が
幸
福
実
現
党

に
入
れ
な
く
て
い
い
の
？　

そ

れ
は
お
か
し
い
じ
ゃ
な
い
か
。

幸
福
の
科
学
の
価
値
観
に
共
鳴

し
て
会
員
に
な
り
、
そ
の
実
現

を
目
指
す
政
党
に
投
票
し
な
い

の
は
自
己
矛
盾
じ
ゃ
な
い
？　

宗
教
は
も
と
も
と
「
オ
レ
た
ち

が
一
番
正
し
い
」
と
言
っ
て
排

他
性
が
強
い
の
に
ね
。

幸
福
実
現
党
は

「
い
い
こ
と
を
言
っ
て
い
る
」

―
―
最
後
に
、
幸
福
実
現
党
へ

の
苦
言
な
り
ア
ド
バ
イ
ス
な
り

が
あ
れ
ば
お
願
い
し
ま
す
。

　
「
自
分
の
国
は
自
分
で
守

る
」
っ
て
い
う
の
は
非
常
に
い

い
で
す
ね
。
教
育
政
策
も
い
い
。

た
だ
、
税
制
に
つ
い
て
は
ど
う

や
っ
て
国
家
運
営
す
る
か
の
イ

メ
ー
ジ
が
わ
き
に
く
い
ね
。

　

特
に
今
、
人
口
が
急
に
減
っ

て
い
る
か
ら
、
こ
の
ま
ま
で
は

企
業
の
投
資
意
欲
も
衰
え
る
ね
。

人
口
増
加
策
と
い
う
の
も
主
張

し
て
い
る
み
た
い
だ
け
ど
、
女

性
の
社
会
進
出
を
止
め
る
わ
け

に
も
い
か
な
い
か
ら
、
実
際
に

は
難
し
い
こ
と
な
ん
だ
よ
ね
。

―
―
ま
だ
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
移
民
の
受
け
入
れ
に

つ
い
て
も
問
題
提
起
し
て
い

ま
す
。
帰
化
政
策
を
強
化
し
て
、

国
家
に
忠
誠
を
誓
う「
日
本
人
」

を
増
や
し
ま
す
。

　

そ
れ
は
い
い
。
米
国
の
よ
う

に
星
条
旗
の
前
で「
国
を
守
る
」

と
誓
う
儀
式
を
や
ら
な
い
と
い

け
な
い
。
忠
誠
心
も
な
い
国
民

を
増
や
し
て
ど
う
す
る
ん
だ
と

思
う
よ
。

―
―
私
た
ち
は
、
国
家
に
精
神

的
な
柱
を
打
ち
立
て
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

幸
福
実
現
党
に
つ
い
て
よ
く

は
知
ら
な
い
ん
だ
け
ど
、
見
聞

き
す
る
限
り
で
は
〝
断
片
的
〟

に
は
い
い
ん
だ
な
。
い
い
こ
と

を
言
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

（
聞
き
手　

小
川
佳
世
子
）

幸福実現党がタイムリーに日々のニュースにするどく切り込む情報が、ほぼ日刊メルマガとして発行中です。この機会にご登録をぜひどうぞ！
PCからは→ http://www.mag2.com/m/0001054021.html　　携帯電話からは→ http://mobile.mag2.com/mm/0001054021.htmlメールマガジン  Happiness Letter

NewSニュース

11 月の沖縄県知事選で、唯一、米軍普天間基地の「日米同盟強化」「県内移設」
を掲げて戦った幸福実現党。有権者が十分理解するところまではいかなかっ
たが、幸福実現党の一貫した主張は政界関係者にしっかり受け止められて
いる。テレビの討論番組などで活躍中の政治評論家・三宅久之氏に、幸福
実現党の知事選での戦いなどについて話を聞いた。

「幸福実現党の主張は
  一番現実的だった」

（みやけ・ひさゆき）
1930 年東京生まれ。早稲田大学卒
業後、毎日新聞社へ入社。政治部副
部長、特別報道部長などを歴任し、
政治評論家として独立。テレビの討
論番組などにレギュラー出演中。近
著に『三宅久之の書けなかった特ダ
ネ』（青春出版社）などがある。

大

好

評

沖 縄 県 知 事 選

政治評論家 三宅久之氏 インタビュー


